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ポリオ再流行国
(チャド、コンゴ民主共和国、コートジボアー
ル等)で野生株ポリオウイルス伝播が継続

野生株ポリオ常在国
(パキスタン、アフガニスタン、ナイジェリアでは
野生株ポリオウイルス伝播が継続)



インドでは1月13日発症の1型ポリ
オ症例がもっとも最近の報告

(インドにおける最後のポリオ症
例?)



アジアではパキスタンの1症例
(2011年6月11日発症)のみ



1型野生株ポリオの大流行
(タジキスタン、ロシア、カザフスタン

トルクメニスタン )

野生株ポリオウイルスの再定着
(アンゴラ、チャド、コンゴ民主共和国)

12ヶ月以上ポリオ症例が継続新たな1型野生株の流行
(セネガル、コンゴ共和国等)

野生株症例発生国
野生株ポリオ常在国

 1型野生株症例
 3型野生株症例
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Moscow

Chechnya

Dagestan

Chelyabinskaya

Sverdlovskaya

Irkutskaya

Khabarovskタジキスタンに由来する1型野生株ポリオウイルス
の他国への伝播　(ロシア、トルクメニスタン)
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Country
Most recent 

case

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

Myanmar 1 4 06-Dec-07

Indonesia 46 26-Oct-05

China 2 11-Nov-04

Philippines 3 26-Jul-01

DOR/Haiti 12 9 12-Jul-01

Country
Most recent 

case

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

Nigeria 1 21 68 63 153 27 5 07-Mar-11

Somalia 1 4 1 3 02-Mar-11

Afghanistan 5 1 20-Jan-11

Chad 1 10-Nov-10

DRCongo 14 4 15 13-Oct-10

Niger 2 2 1 01-Jun-10

India 15 1 18-Jan-10

Ethiopia 3 1 0 16-Feb-09

Madagascar 1 4 3 13-Jul-05

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

Ethiopia 1 6 04-Nov-10

Cambodia 1 1 15-Jan-06

cVDPV type 2

cVDPV type 1

Country
cVDPV type 3 Most recent 

case

cVDPV type 1

cVDPV type 2

cVDPV type 3



◆ 地域固有の最後の野生株ポリオウイルス
• 年 月、カンボジア　 型

◆ 野生株ポリオウイルス輸入事例
• 年 月、中国青海省 インドからの輸入株、 型

◆ 西太平洋地域のポリオフリー達成
• 年 月

◆ によるポリオ流行
• 年、フィリピン　 型
• 年、中国貴州省　 型
• 年、カンボジア　 型

◆ 野生株によるポリオ症例
• 年、シンガポール　 ナイジェリアからの輸入例、 型
• 年、オーストラリア　 パキスタンからの輸入例、 型
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日本のポリオ患者数の推移
1947年 - 現在

北海道等でポリオ大流行
ポリオ生ワクチン(OPV)の緊急輸入

OPVによる定期予防接種 1964 -

1950 1960 1970 1980 1990

1980年代以降のポリオ症例は
すべてワクチン関連麻痺症例

2000



Maintenance of Polio-free status in
Japan

• VAPP surveillance
• Infectious agent surveillance
• National Epidemiological Surveillance
of Vaccine-preventable Diseases
– Virus isolation and identification from stool samples
of healthy children

– Sero-prevalence
• OPV coverage survey
• Introduction of IPV

– DPT-IPV development ongoing



Annual Report 2009, National Epidemiological Surveillance of Vaccine-preventable Diseases (interim analysis) 
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二類感染症(急性灰白髄炎)
)  
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検査方法 検査材料

分離・同定による病原体の検出

便、直腸ぬぐい液、咽頭ぬぐい液、髄液
①ポリオウイルス1~3型の検出は便検体が基本であり、発症後できるだけ速やかに、24
時間以上の間隔をあけて、少なくとも2回以上採取し、いずれかひとつの便検体からポリ
オウイルス1~3型が検出された場合は、直ちに届出を行うこと。
②直腸ぬぐい液、咽頭ぬぐい液、髄液からポリオウイルス1~3型が検出された場合も、検
査陽性として、直ちに届出を行うこと。



日本のポリオサーベイランスと実験室診断
目的 ⇒

• 二類感染症としてのポリオのウイルス学的確定診断
• 世界的ポリオサーベイランス(野生株ポリオウイルスおよびVDPVを検出するため)の一環としてのサーベイランス
と実験室診断

• VAPP  
• 
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• PCR-RFLP
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(WHO Global Specialized Polio Lab)
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⑯
(suspected vaccine-associated paralytic poliomyelitis; VAPP)

10/02/18 





OPV VAPP 250‒500件/年 • 世界的なVAPPのリスクは新生児コホート100
万人に対し2-4件/年

OPV cVDPVの流行
1件/年 程度

(平均10症例/1流
行)

• 集団免疫レベル、不十分な公衆衛生環境および
高い人口密度においてリスクが高まる

OPV cVDPVの長期
間の流行

エジプト(1988-
1993)

ナイジェリア
(2005-)

• cVDPV発生に適切に対応出来ない場合、広範
囲へcVDPVが伝播する可能性がある

• cVDPVのリスクは、OPVからIPVへの切り替
え、OPV接種停止のタイミングに関連する

OPV
持続感染者に由
来するポリオ流

行
ポリオ流行への関
与の報告は無い

• これまで40例以上のiVDPV症例が報告されて
いる

• 野性株ポリオ長期排泄者の報告も数例あり

IPV
不完全な封じ込
めによる野性株
ポリオ流行

封じ込めエリアか
らのウイルス流出
が数例報告されて

いる

• すべての現行IPV製造施設は、厳格なバイオ
セーフティー基準に対応した施設で製造されて
いる

• IPV製造施設を有する国はワクチン接種を継続
することが期待できる
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VAPP

Alexander LN, et al. JAMA 292: 1696-1701, 2004.
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